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1. はじめに 
ランドマーク画像は撮った際の時間や天気、季

節など様々な要因により姿が変わる。近年、SNS

の普及により、個人が写真を投稿することはよ

り身近なものとなった。それに伴い、サンプル

画像のような同一の姿のものだけでなく、様々

な場面のランドマークを見る機会が増えた。し

かし、Google や Yahoo!といった検索エンジンの

類似画像検索で調べた際、それらの要素が一つ

に限定されているものしか出てこない。本研究

では類似画像検索において同一とみなされない

時間や環境などにより変化するランドマークに

ついて正しい識別をすることを目指す。 

 

2. 関連研究 
市川らは鉄筋コンクリート工事における鉄筋識

別の手段として畳み込みニューラルネットワー

クを用いた自動判別を試みている。[1] しか

し、入力画像として使用している画像は連続し

た鉄筋を連写して撮っているものであり、背景

の変化が少ないと考えられる。本研究では、背

景などの環境の変化時に、正確な識別ができる

かという部分に重きを置いているため、差別化

できていると考える。 
 

3. 提案手法 

3.1 提案手法の概要 

本研究ではランドマーク画像に対し、畳み込み

ニューラルネットワーク[2]を用いた学習モデル

を作成し、ランドマークの識別を行う。そし

て、Grad-Cam[3]を用いて畳み込みニューラルネ

ットワークの学習を可視化し、学習モデルが妥

当なものであるか判断、考察を行う。 

 

 
 

 

 

 

 

 

3.2 Grad-Cam 
Grad-Cam は畳み込みニューラルネットワークで

構築したモデルに使用すると、そのモデルが画

像のどこを特徴としているか可視化する技術で

ある。Grad-Cam は入力画像に対し、学習モデル

が学習した特徴をヒートマップとして出力す

る。入力画像とヒートマップを合わせること

で、学習モデルの特徴量を視覚情報で見ること

ができる。図 1 は Grad-Cam の出力例である。ヒ

ートマップには、特徴の重みによって色分けが

なされており、赤、黄、緑、青の順に重みが下

がっていく。本研究では、図 1 のようにヒート

マップ上でランドマークに該当する部分に反応

するかどうかで学習モデルの妥当性を判断する 

 

 
図 1 Grad-Cam 出力例 

 
 

4. 実験と評価 
学習画像として、東京タワー、ランドマークタ

ワー、東京スカイツリー、首里城を用いる。学

習画像については近傍画像を google と Yahoo!の

二つの検索エンジンから集めたものである。そ

れぞれのランドマークの画像を 400 枚ずつ用意

し、学習用に全体の７割である 1120 枚、検証用

に２割、240 枚、テスト用に１割、120 枚の配分

で割り振った。これを学習にかけ正答率の検証

を行う。その後、Grad-Cam を使う。それぞれの
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ランドマーク対して建物自体を特徴として取れ

ているかの確認を行う。 

 実験結果は、検証データに対しての正答率は

96%、テストデータに対しての正答率は 95%をそ

れぞれ記録した。図２、図３、図４はランドマ

ークに Grad-Cam を通した時の入力画像とヒート

マップを重ねた画像である。図２、図３につい

ては建物に反応が出ていることがわかる。ま

た、図４に関しては、建物ではなく背景の雲に

反応してしまっている。図５は首里城の画像だ

が、東京タワーと出力されたものである。その

ため、首里城とは違い、建物自体に反応がある

ことがわかる。 

 

 
図 2 東京タワー 入出力画像 

 

 
図 3 東京スカイツリー 入出力画像 

 

 
図 4 首里城 入出力画像 

 

 
図 5 東京タワーと識別された首里城 

 

 

5. 考察 
首里城だけ建物を特徴として取らない理由は色

にあると考えられる。これは図２、図３、図５

の結果からも見て取れる。図５の首里城は図４

のものと比べると建物の彩度が高く、図２の東

京タワーに近い色合いをしていることがわか

る。ことからも、この学習モデルでは赤い特徴

は東京タワーのものであり、首里城は別の部分

を特徴として学習していると考えられる。これ

を解決するためには、畳み込みニューラルネッ

トワークが持つ色に釣られやすいという欠点を

解決する必要がある。そのために、入力画像に

対する前処理を加え、入力画像のラベルを増や

すことで釣られにくくなるのではないかと考え

ている。 

 

6. おわりに 
本研究では畳み込みニューラルネットワークを

用いたランドマークの識別を行なった。前項で

も挙げたように、今回作成したモデルでは色や

出現位置に依存する点について解決していな

い。その問題を解決できるモデルに改善する必

要がある。また、今回は 4 種類のランドマーク

を用いて実験を行ったが、今後はランドマーク

数の増加と精度の維持を行ないたいと考える。 
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